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写真 3　 金メダルを獲得した男子 4× 100mリレーチーム
の表彰
人がコーチを務めている国が増えた印象を受けた。
陸上競技はヨーロッパが中心であり、国際大会の競
技会カレンダーも、ヨーロッパの事情を考慮したカ
レンダーになっている。当然のことながら、メダル
獲得数なども、ヨーロッパ（ロシアを含む）やアメ
リカが圧倒的に多い。これらのことから、陸上競技
のコーチングに関しても、ヨーロッパには一日の長
があるというべきかもしれない。確かに、これまで
も、そして現在でも、外国人コーチのもとに研修
に行ったり、外国人コーチを短期で招聘したりと、
そのノウハウを学ぶ機会がある。このことは、彼ら
に一日の長があることを認めていることになるだ
ろう。実際に、外国人コーチを招聘することの有益
な面があることは否定できない。国内の競技力を高
めるためには、ボーダレス化することは必要条件で
あろう。そもそも、国内の競技力を高めようとする
ためには、コーチも競技者も国内の人間が優遇され
るような制度にはならない可能性がある。言い換え
ると、国内の競技力を高めることと、日本人競技者
に競技のチャンスを与えることとは相反する関係
にあるかもしれない。ある競技会（リーグを含め）
において、その競技会（リーグ）の競技力を高めよ
うとすると、外国人枠など撤廃する必要があろう。
これは、コーチにおいても例外ではないことは重々
承知している。コーチがコーチング能力を高めるた
めの要因として、国籍にかかわらず優秀なコーチが
採用されるべきであろう。しかし、現時点で、コー
チのコーチング能力を厳密な意味で評価する指標
はない。少なくとも、競技者の競技力をその指標と
することは容易ではない。なぜならば、グッドコー
チングによって競技者は高い競技力を得るとの仮
説を立てたところで、その例外が成立する場合が多
すぎるためである。例えば、コーチのことが嫌い
で、その反骨精神で競技力が上がる例も存在するか
もしれない。このように考えれば、コーチング能力
の評価は、その競技の競技力向上に関する洞察力を
評価するしかない。そして、それを評価することが
現時点では困難なのである。このように考えれば、
ヨーロッパやアメリカのコーチが我々と比較して
高いコーチング能力を有していると、簡単に認める
わけにはいかない。
今大会において外国人コーチが散見されたこと
は前述したが、具体的に気になった事例は女子跳躍
種目においてである。なお、今大会、日本チームは
女子跳躍種目に一人の競技者も派遣することがで
きなかった。そして、私は、本学陸上競技部の跳躍
種目担当コーチである。もし、競技者の競技力だけ
でコーチング能力を評価すれば、日本の女子跳躍種
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目のコーチたちは、アジアでも有数のコーチング能
力の低いコーチということになる。アジア大会に一
人の競技者も派遣できなかったことは、純然たる事
実として、真摯に受け止める必要があるし、社会に
よるコーチの評価は競技者の競技力によってなさ
れる現状も、当然のこととして受け止めている。し
かし、だからと言って、外国人にコーチをさせるこ
との必要性は認めることができない。それは、我々
と比較して彼らが優秀であることを示すことが、彼
らが指導した競技者が、我々が指導した競技者と比
較して競技力が高いことだけであるためだ。そもそ
も、我々だって、その洞察力は負けてはいないとの
自負があるし、我々は、その洞察力を身に付けるた
めに不断の自己研鑽 2）に励むことができる環境に
あると考えている。我々とは、研究、教育、コーチ
ングの 3役を一人でこなし、三位一体となって有機
的に統合しようと試みる人間である。そのような人
間であれば、その競技の競技力を高めることの本質
的な答えに近づくことができると信じている。この
ような屁理屈を垂れながら、アジアにもひしひしと
押し寄せるコーチのボーダレス化とがっぷり四つ
に組んで対抗してきたい。 
最後に
末筆ながら、体育系紀要の紙面をお借りしてアジ
ア大会の報告をさせていただく機会をくださった
体育系紀要・研究業績集編集委員会の清水先生にお
礼を申し上げます。しかし、前述のとおり、選手村
等に入ることはできなかったことから報告らしい
報告にならず、コーチでありながら、コーチとして
ではなく放送の解説としてアジア大会に触れると
いう忸怩たる思いを徒然なるままに書き綴りまし
た。拙筆をお許しください。また、テレビの解説業
務は、これまでにも何度か引き受けているものの、
話術の向上は全くみられません。お聞き苦しい点が
多々あったものと推察いたします。これに関しまし
ても、この場をお借りしてお詫び申し上げます。
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